
九州市長会総会の終了後、国民保護に係る住民避難について、本市の避

難先の一つとなっております、熊本市の大西市長と意見交換を行ってまい

りました。 

熊本市は、熊本地震という大きな災害を経験されており、実際の災害対

応や避難受入れに関する具体的な事例、さらには平時からの備えの重要性

などについて、大変貴重なお話を伺うことができました。 

本市といたしましても、今後、実際に職員を現地へ派遣し、受入れ施設

や避難環境などを直接確認することで、市民の皆様の不安軽減につなげて

まいりたいと考えております。 

また、大西市長からは「ぜひ宮古島市を直接訪問したい」とのお話もい

ただいており、災害時のみならず、平時から顔の見える関係を築いていく

ことが重要であることを改めて確認したところであります。 

今後とも、市民の安全安心の確保と、住民避難に関する市民の不安が少

しでも解消できるよう、関係自治体や国とも連携を図りながら取り組んで

まいります。 
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